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学校法人北九州YMCA学園

外国人材の雇用について

北九州YMCA



１．学校法人北九州YMCA学園について

事業内容

１．日本語教育事業（北九州YMCA学院）

現在の学生数397名
（国籍：中国、台湾、韓国、ベトナム、ネパール、スリランカ、

ミャンマー、インド、シンガポール）

２．有料職業紹介事業（北九州YMCAキャリアサポートセンター）

外国人材に特化した職業紹介事業を行う。

令和2年度より、北九州市より

「北九州市外国人材就業サポートセンター」の事業委託を受ける。
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２．就職希望の留学生のケース

ケース①
母国で大学卒以上の学歴を有し、日本語学校に留学し、

日本語を習得した後に日本企業に就職。

（来日から就職まで2年程度）

ケース②
母国で高校卒以上の学歴を有し、日本語学校を卒業後に、

日本の大学や専門学校に進学し、その後、日本企業に就職。

（来日から就職まで4年～6年程度）

ケース③
日本語学校の在籍中に「特定技能」の試験に合格し、

特定技能ビザで日本企業に就職。
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３．北九州市外国人材就業サポートセンター

主なサービス

・市内企業からの外国人材雇用に

関する専門相談対応

・外国人材の紹介

（高度人材、特定技能人材）

・企業向け採用啓発セミナー

・大学等での就職ガイダンス

など
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４．外国人雇用に関する心配事

①日本語でコミュケーションが取れるか心配

日本語能力試験 N1 N2 N3 N4 N5

②文化や習慣が違うので、トラブルが起きないか心配

③入社しても、数年で帰国してしまうのではないか

④会社の情報や技術が漏洩してしまうのではないか

⑤日本人と外見が違うので、お客様が戸惑うのではないか
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５．企業の採用動機

①求人を出しても日本人からの応募がないので、

外国人材の採用を検討したい。

②海外企業との取引や、海外支店とのやり取りで、日本語と外国語

（英語、中国語、ベトナム語 など）ができる人材が必要。

③現場で働く、技能実習生やアルバイトなどの、通訳、指導、管理

などを行うリーダーが欲しい。

④ホテルのフロント業務、店舗での接客販売業務など海外からの

お客様の対応ができる人材が欲しい

⑤IT関連、機械関連、電気関連などの専門職で、高い知識と技術を

持った人材を雇用したい。
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６．外国人材採用の注意点

①日本人の採用と大きく違う点は、外国人材は在留資格（VISA）を

取得しなければ働くことができない。（ビザの更新もある）

②職務内容によって、外国人材の在留資格（VISA）が取得できる

ケースとできないケースがある。

【高度人材？ 技能実習生？ 特定技能？ アルバイト？】

③社会保険や税金などは、日本人の雇用と変わらない。

年金にも加入する必要がある。

④雇用契約書は重要。トラブル回避のためにも本人が理解できるよう

に作成する必要がある。（日本語と一緒に母国語の翻訳もつける 等）
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７．就労資格別の活動事例
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• 機械工学を専攻して大学を卒業し，自動車メーカーとの契約に基づき、
月額約３５万円の報酬を受けて，プロジェクトマネージャーとして製
品開発・テスト，社員指導等に係る業務に従事するもの。

技術・人文知
識・国際業務

• 技能評価試験等に合格し、自動車の点検整備・配送・保管を業務内容
とする企業との契約に基づき，月額約２５万円の報酬を受けて，サー
ビスエンジニアとして自動車の日常点検整備、定期点検整備、特定整
備、特定整備に付随する業務に従事するもの。

特定技能１号

• 実践的な技能の修得を図るため，自動車の点検整備・配送・保管を業
務内容とする企業との契約に基づき、月額約２０万円の報酬を受けて，
認定を受けた技能実習計画に従い、各装置の車検、定期点検項目の良
否判定やそれに基づく整備の補助作業に従事するもの。

技能実習１号

それぞれの就労資格で行うことができる活動の具体例です。

専門性

高

低




